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塾技 

 
チャレンジ！入試問題 

 

カエル・プランクトン    ～動物～ 
 

問題 

（次のページにつづきがあります） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（海城中） 



 

 

 

問 1 A 動物が，幼生（子ども）から成体（おとな）へとからだのつくりを大きく変える育ち方を変態という。こん虫

では，チョウのようにさなぎの期間があるものを完全変態，セミのようにさなぎの期間がなく成長するものを

不完全変態という。 

 

B カエルの幼生であるオタマジャクシは雑食で，ソウ類や水草などを食べる。これに対してカエルの成体は肉食

で，生きたこん虫などを食べる。 

 

C 胃では，胃液にふくまれる消化酵素ペプシンによってタンパク質が消化され，ペプトンに変化する。その後，

ペプトンは，すい液・腸液によってアミノ酸にまで消化され，小腸で吸収される。 

 

D 肉と植物をくらべると，植物には植物せんいなどがふくまれているため，一
いっ

般
ぱん

に肉よりも消化しにくく，栄養

も少ない。そのため，ふつうは肉を食べる動物の方が，植物を食べる動物よりも消化管が短くなっている。 

 

 A：変態，B：肉，C：タンパク質，D：短 

 

 

問 2 ウミガメ・トカゲ・ヤモリは「は虫類」，ホタルは「こん虫」である。 

イモリとヤモリの違いには注意を（           を参照）。 

 エ 

 

 

問 3 オタマジャクシのひれは尾の背中側と腹側につき，尾とひれを左右方向に動かしてすすむ。 

 イ 

 

 

問 4（1）       ①より，c → b → a の順とわかる。 

 カ 

 

（2）  （例）大きく開く口になる。（目が大きくつき出ている。皮ふがねんまくに包まれる。） 

 

 

 

問 5 オタマジャクシはえら呼吸をおこなう。えらのつくりは小腸の

内部と同じように，表面積を大きくするよう「くし状」になっ

ており，水とふれる面積が大きくなっている。また，えらの中

には毛細血管が網
あみ

目
め

状
じょう

にはりめぐらされている。 

 つくり：えら 

 はたらき：水中にふくまれる酸素を取り入れ，二酸化炭素を出す。 

 

 

問 6    オタマジャクシは雑食性で，消化に時間がかかり，栄養分も少ない植物などを食べるので，長い消化管を

もつ。これに対して成体は肉食性で，栄養分も多く植物より消化しやすいものを食べるので，オタマジャ

クシより消化管が短くなる。 

  

解答 －チャレンジ！入試問題－ 

解答・解説 

答 

答 

答 

答 

答 
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答 

答 

塾技解説 

＜魚のえらのつくり＞ 


